
架橋ポリエチレン絶縁電力ケーブル用
熱収縮端末処理材料
（端子・ブラケット・ゴムスペーサー標準セット）



　　特　長

収縮させるチューブは 本だけ

★ゴム拡張製品とは異なり、保管中の材料疲労がなく長期保管が可能です。

★施工は至って簡単！！
■新セラミック電界緩和方式を採用 あらかじめチューブに電界緩和層が内蔵さ

れており、 本のチューブを加熱収縮するだけで「電界緩和」「保護・絶縁」そ

して「防水」が完了します。

■外層に使用されるチューブは、重汚損環境下で高い長期信頼性を持つ「ノント

ラッキング材料」を使用。これにより敷設環境（屋内、屋外そして耐塩害）に

よらず全て“同一工法”での処理が可能です。

■材料点数が少なく、また混和物等をまったく使用しないドライタイプなので作

業時間を低減できます。同時に作業信頼性も向上します。

■ゴム拡張製品等とは異なり材料保管に期間制限が無く、長期保管が可能です。

また、材料自体は軽量なので取扱いも容易です。

■加熱収縮するだけなので、差込み型処理材のような力作業やシリコーングリス

の塗付が一切不要です。

■接地線は“ハンダレス方式”なのではんだ付け作業が不要です。

■ケーブルの許容曲げ範囲以内で端末処理部を曲げることができ、仕上り寸法が

コンパクトになります。

■敷設条件（垂直、水平、傾斜等）を選ばず、施工、取付けが可能です。

■施工後直ちに耐圧試験や通電が可能です。

絶縁材料

屋内型 屋外型

絶縁保護
チューブ (赤 )

電界緩和
及び防水層 (緑 )

ボイド
フィラテープ

防水テープ

平編組接地線

スプリング
クランプ (大 )

スカート

スプリング
クランプ (小 )

電界緩和層

端子

耐塩害型

Unitermの外層に使用されている高
圧/特高圧用熱収縮絶縁材料は、30

余年に及ぶ 世界各地での使用実績に
裏付けされた耐候性と優れた耐トラ
ッキング、耐エロージョン特性、機
械的強度及び絶縁性を有しており、
さまざまな環境条件下における長期
信頼性が実証されています。

Unitermでは、セラミック半導体
技術(ZnO：酸化亜鉛)を電界緩和シ
ステムとして採用しました。この酸
化亜鉛による電界緩和システムは
極めて非直線性の電界緩和特性を示
し、優れた電界緩和性能、電気的特
性、特にインパルス特性を有してい
ます。

この電界緩和層は既に絶縁保護チ
ューブに内蔵されており、熱収縮
によって絶縁体表面に完全に密着
します。

この電界緩和層に使用されるベー
スポリマーは半硬化タイプで、加
熱収縮により対象物に密着して界
面を完全にシールし、防湿・防水
材としての機能も同時に有していま
す。

　　概　要

■ （ユニターム）は、架橋ポリエチ

レン絶縁電力ケーブル用熱収縮端末処理材

料の製品名称です。

■ は、欧米諸外国で 年以上、国

内では 年以上使用実績のある、高い信

頼性を持つ熱収縮材料で構成されています。

■基本付属品（端子、ブラケット、ゴムスペー

サーそして相色別テープ）が全て同梱され

ています。

■適合ケーブル

　 （ ） 単心、トリプレッ

クス

■ に準拠

 架橋ポリエチレン絶縁電力ケーブル用
熱収縮端末処理材料
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※スプリングクランプ(大)
　の処理部詳細(耐塩害のみ)

(注)14～60mm2のみ

9 (注)スカートの枚数
屋内 無し
屋外 1枚
耐塩害 2枚

導体
絶縁体
外部半導電層
しゃへい銅テープ
ケーブルシース

端子※

20mm幅防水テープ
絶縁保護チューブ
　(電界緩和層内蔵)

ボイドフィラテープ
銅箔接着テープ
スプリングクランプ(小)

50mm幅防水テープ
平編組接地線
スカート(屋外/耐塩害のみ)

ゴムスペーサー
ブラケット
スプリングクランプ(大)

(耐塩害のみ)

弊社該当製品
※一つ穴圧着銅管端子(標準)

　二つ穴圧着銅管端子
　一つ穴圧縮銅管端子
　二つ穴圧縮銅管端子
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　　性　能

（社団法人 日本電力ケーブル接続技術協会） 架橋ポリエチレン絶縁電力ケーブル用接続部性能基準 に

準拠します。

　　図　面

試験項目 性　　能　　値

商用周波耐電圧 （常温） 時間（ 分間）に耐えること

雷インパルス耐電圧 （常温） （正負両極性） 回に耐えること

商用周波部分放電 で発生しないかまたは で消滅すること

長期課通電 気中 ～ ℃ 回に耐え、異常のないこと

気密 （内圧）時間で異常ないこと

引張試験 導体断面積 以上のこと

注水商用周波耐電圧 注水状態にて 分間に耐え、フラッシオーバーが生じないこと（屋外、耐塩害）

商用周波電圧汚損 汚損状態で 印加、 回でフラッシオーバーが生じないこと
汚損度（塩分付着密度）屋内型 、屋外型 、耐塩害

耐トラッキング性 印加、噴霧回数 回において 以上の電流が流れないかまたは、燃えないこと

※１　商用周波耐電圧における（　）内の値は長期課通電後に行う値とする。
※２　水密型銅管圧着、圧縮端子または 銅圧縮端子を使用した場合にのみ気密性能を満たします。
※３　商用周波耐電圧及び雷インパルス耐電圧における常温とは導体温度のことで、 による ℃± ℃の範囲をいう。

導体公称
断面積
（ ） （最小） ±

（屋外・耐塩害のみ）
圧着銅管
端子

圧縮銅管
端子

（ ）

（ ）



は、本カタログに正確な情報を記載するべく可能な限りの努力を払っていますが、情報に間違いがないことを保証するものではなく、また、情報が正確で、誤りがなく、信頼性があり、最新の内容である
ことを表明したり保証するものではありません。 は、記載されている情報を予告なしにいつでも修正することができます。 は、記載されている情報に関して、特定目的に対する商品性や適合性を含む（た
だし必ずしもこれらに限定されない）暗黙の保証をすべて明示的に拒否いたします。
本カタログに記載されている寸法は、参考にしていただくためのものであり、予告なく変更されることがあります。製品の仕様は予告なく変更されることがあります。最新の寸法や設計上の仕様については、
までお問い合わせください。

電力業界向けのエコノミカルソリューション：ケーブル付属品、コネクタ、ポリマ 磁器がいし、絶縁強化材料、
サージアレスタ、配電盤用装置類、ライティングコントール、電力計器、制御装置

　　選 定 表

※１　本キットは 相一組です。

※２　 種類の端子が選べます。標準は圧着銅管端子一穴タイプです。

※３　圧着銅管端子は 適合品、圧縮銅管端子は

適合品

仕様
導体公称
断面積
（ ）

キット番号

圧着銅管端子
一穴（標準）

圧着銅管端子
二穴

圧縮銅管端子
一穴

圧縮銅管端子
二穴

屋

内

（ ） （ ） （ ） （ ）

（ ） （ ）

屋

外

（ ） （ ）（ ）（ ）

（ ） （ ）

耐

塩

害

（ ） （ ） （ ） （ ）

（ ） （ ）

⑪ブラケット
⑫圧着銅管端子（一穴）
⑬ゴムスペーサー（引通しタイプ）
⑭相色別テープ（赤、白、青）

標準付属品
⑪

⑫

⑬

⑭

端子、ブラケット、ゴムスペーサーを標準セット

圧着銅管端子（二穴）

圧縮銅管端子（二穴）

圧縮銅管端子（一穴）

※キット番号末尾のアルファベット
が、端子種別になります。

　　材 料 構 成

①絶縁保護チューブ
②スカート（屋外 個 相、耐塩害 個 相）
③ 幅防水テープ（ ～ のみ）
④ボイドフィラテープ
⑤ 幅防水テープ
⑥銅箔接着テープ
⑦接地線
⑧スプリングクランプ（小）
⑨スプリングクランプ（大）（耐塩害型のみ）
⑩クリーニングティッシュー

端末基本材料

①

②

③

④

⑤

⑥

⑧

⑨

⑩

　　施 工 手 順

作業手順書 をご確認願います。

電力製品本部
〒 　川崎市多摩区登戸

（ ）
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